





















Activity Report on Promotion of Infant Parenting Support
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県内 県外 徒歩 車
０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４歳
11月 ３回 26 12 12 14 2 7 4 1 0 11 0 0 1 0 12
12月 ９回 175 79 79 96 40 41 9 6 0 77 2 0 0 9 70
１月 10回 368 170 175 193 53 97 19 24 0 164 4 2 0 12 158
２月 12回 623 285 290 333 89 170 31 42 1 249 23 13 0 16 268
合 計 34回 1192 546 556 636 184 315 63 73 1 501 29 15 1 37 508
％ 28.9 49.5 9.9 11.5 0.02 91.8 5.3 2.7 0.2 7.0 93.0
１回あたりの平均 35.0 16.1 16.3 18.7
※「近隣」とは春日井市，尾張旭市，瀬戸市を示す
公共交通機関利用者１組あり











ボラ１年 ２年 ３年 ４年 院生
11月 ３回 12 3 14 0 0 0 6 0 0
12月 ９回 24 5 33 4 7 8 10 2 7
１月 10回 32 3 24 3 0 4 3 0 0
２月 12回 40 7 34 7 0 4 0 0 0










































０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４歳
自由ひろば 22回 811 377 383 428 111 220 45 51 1
育児講座 ５回 167 76 77 90 35 42 6 7 0 学内講師延３人 学外講師２人
親子サロン ５回 185 84 85 100 37 42 8 13 0 学外講師５人






ミーティング ４回 スタッフの参加 計29人
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表５ 「子育てひろば もりっこやまっこ」の活動をとおして
＜参加した親からの声＞
・遊具，ひろばのスペースともに充実していて安心だった．
・スタッフ，施設ともに満足している．
・お母さん方と友達になり，いろいろな情報を聞くことができた．
・保育士，学生ボランティアなど多くのスタッフが親切にサポートしてくれるのでとても安心できた．
・気軽に相談できる保育士や助産師が常にいてくれた．
・子どもの姿を客観的に見ることができた．
・子どもが喜んで遊ぶ姿をみるとうれしく，育児は楽しいと感じた．
・親がリフレッシュでき，親子とも家に帰ると落ち着き，子どもに怒らなくなった．
・育児講座は子どもをスタッフが見てくれ，自分の時間をもつことができた．
・この地域は児童館や公園などの施設・設備がないので助かる．
・開催曜日を増やしてほしい．
・ぜひこのひろばを長く続けてほしい．
＜学生ボランティアの声＞
・子どもたちがとても可愛く，一緒に遊んだことが楽しかった．
・子どもと関わるのは難しいが，ふれあうことで癒された．
・子どもの発達段階を実際に目で見ることができ勉強になった．
・保育士や教員の親子への接し方，関わり方が参考になった．
・育児中の親から，いろいろな話を聞くことができよかった．
・大学の施設が有効に使われ，地域とも交流できるのがよいと思う．
・学生の育児サークル活動を発展，充実する必要がある．
＜保育士の声＞
・親子が自由に遊ぶ場として，また，地域でのつながりが強くなる場として体育館を開放することはよいと思う．
・子どもが就園前の親たちの悩み・ストレスが多いことを実感し，この企画の必要性をとても感じた．
・参加者が多い場合や託児をする際のスタッフの充実が課題である．
